
■支援の背景
土木工事の現場には、地中に配管等が埋設されているなどの理由により、機械化が難しい掘削

工程が存在します。こうした場面では、掘削工具を用いて人手による掘削作業が行われており、
作業員に生じる大きな疲労が問題となっています。

㈱北海道ゴム工業所では、工具から伝わる衝撃をゴム素材で緩和させることで掘削作業時の負
担を軽減するグリップテープを開発しており、その効果を定量的に評価したいとの相談が当場へ
寄せられました。そこで、掘削作業で特に大きな衝撃が発生する工具（金てこ）に着目し、持ち
手部分に生じる衝撃の評価方法や実験手順などについて技術支援を行いました。

■支援の要点
１．工具の持ち手に生じる衝撃評価方法の検討
２．実験手順の検討
３．実験データの解析による衝撃軽減効果の検証
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工程が存在します。こうした場面では、掘削工具を用いて人手による掘削作業が行われており、

作業員に生じる大きな疲労が問題となっています。 

㈱北海道ゴム工業所では、工具から伝わる衝撃をゴム素材で緩和させることで掘削作業時の負
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■支援の要点 

１．工具の持ち手に生じる衝撃評価方法の検討

２．実験手順の検討

３．実験データの解析による衝撃軽減効果の検証

 

 

■支援の成果 

１．工具の持ち手から伝わる衝撃を加速度データで評価する方法を検討しました。

２．工具の持ち手付近に加速度センサを装着するための治具を設計・製作しました。 

３．工具打ち付け動作の統制手順を検討し、実験手順の設計とアドバイスを行いました。

４．実験で計測した加速度データの解析を行い、開発品による衝撃軽減効果を確認しました。

 

㈱北海道ゴム工業所 夕張郡由仁町古川 108番地 Tel. 0123-83-3121 
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■支援の成果
１．工具の持ち手から伝わる衝撃を加速度データで評価する方法を検討しました。
２．工具の持ち手付近に加速度センサを装着するための治具を設計・製作しました。
３．工具打ち付け動作の統制手順を検討し、実験手順の設計とアドバイスを行いました。
４．実験で計測した加速度データの解析を行い、開発品による衝撃軽減効果を確認しました。
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■支援の背景
特定非営利活動法人（NPO法人）ピスカリでは、乗馬を通して高齢者の介護予防や障がい者の

療養を行う「乗馬療育活動」を行っており、この活動が心身に及ぼす影響を科学的手法にもとづ
いて検証しています。

今回、同法人では乗馬療育活動の手法や検証結果をまとめた書籍を制作することになり、記載
内容に正確性を期すために「科学的な表記法に則ったデータの記載方法について指導していただ
きたい」との依頼が当場に対して寄せられました。

■支援の要点
１．測定データの統計的有意差表記方法
２．読みやすいレイアウトなど書籍内容全般の監修
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■支援の要点 

１．測定データの統計的有意差表記方法 

２．読みやすいレイアウトなど書籍内容全般の監修

 

 

■支援の成果 

１．乗馬前後で有意な差があることを標準偏差や統計的検定などの統計学的な表記法により表示する 

ことができました（図１）。 

２．科学的表記法に沿うことにより、正確な統計値を記載した書籍を制作することができました。本 

書籍は AMAZON.COMより刊行されました。（図２） 

 

 

特定非営利活動法人ピスカリ 東京都世田谷区上用賀２丁目１－１ ＪＲＡ馬事公苑 

Tel.03-6413-1401 

 

図２ 制作した書籍 図１ 母数、標準偏差、有意差を

表示したグラフの例 
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■支援の成果
１．乗馬前後で有意な差があることを標準偏差や統計的検定などの統計学的な表記法により表示

することができました（図１）。
２．科学的表記法に沿うことにより、正確な統計値を記載した書籍を制作することができました。

本書籍はAMAZON.COMより刊行されました（図２）。
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